
































































































































































































































































































































『範永朝臣集』の永仁 3（1295）年 5 月 19 日のものである。承空の自筆署名があ
るものは、№ 18『山田集』（永仁 4 年 7 月 13 日）と№ 41『言葉和歌集下』（永

























する歌書は 50 近くに及ぶ。従来、承空本と称されるのは、狭い意味では昭和 62







　　　　　　  証空（西山派）　　 法興房浄音（西谷派）
　　　　　　　 　　　　　　　　 立信房円空（深草派）
   天台宗観性　 慈円　　　　　　　観鏡房証人（東山派）
　　　　　　　 　　　　　　　　 道鏡房上人慧（嵯峨派）　　　　 示導房康空
　　　　　　　 　　　　　　　　 遊観房栖空　　玄観房承空　　　頓達

















65 〜 68 巻はこの資経本と呼ばれる私家集が収録されているが、西山本のなか
の承空本との書写関係は、№ 1・2・9・10・13・14・17・19・21・25・26・27・
































2 家持卿集 永仁 6 年 1298 年 永仁 6.6.25 室町宿所 承空
3 小野篁集
4 小野小町集 永仁５年 1297 年
建長 6.7.20（九条三位入道本）・
安元 2.11.8（顕仁三位自筆本）・
正応 5.12.9. 藤資経・5.3.15 西
山房承空★承空上人寄進之
承空
5 業平朝臣集 永仁 6 年 1298 年 永仁 6.5.28
6 敏行朝臣集
7 躬恒集
8 忠岑集 ★承空上人寄進之 承空上人
9 是則集 ★承空上人寄進之 承空上人
10 伊勢集 永仁５年 1297 年 永仁 5.3.28 西山菊房★承空上人寄進之 承空上人
11 貫之集　上 ★承空上人寄進之 承空上人
12 貫之集　中 ★承空上人寄進之 承空上人
13 貫之集　下 ★承空上人寄進之
14 僧基法師集




17 安法法師集 永仁 5 年 1297 年 永仁 5.1. 中旬草庵深窓 右筆花押
18 山田集 永仁４年 1296 年 永仁 4.7.13 西山往生院菊坊 承空
19 藤原元眞集 永仁 6 年 1298 年 永仁 6.6.24 室町宿所★承空上人寄進之
承空・承空
上人
20 義孝朝臣集 正安元年 1299 年 正安 1.11.12 西山往生院草庵 承空
21 為信集
22 御形宣旨集 永仁５ 1297 年 永仁 5.3.29 西山菊坊 承空
23 元輔集 ★承空上人寄進之
24 鴨女集 永仁 5 年 1297 年 永仁 5.3.18 西山菊房 承空
25 時明朝臣集
26 実方朝臣集
27 清少納言集 永仁５年 1297 年 永仁 5.2.12 西山房 承空
28 重之女集 永仁 5 年 1297 年 永仁 5.2.17 西山 承空
29 道命阿闍梨集 永仁５年 1297 年 永仁 5.1.19 西山善峯寺北尾往生院菊坊松窓 承空
30 大中臣輔親集
31 帥大納言母集 永仁５年 1297 年 永仁 5.3.26 西山房
32 家経朝臣集 正安元年 1299 年 正安 1.11.12 西山往生院 承空
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宮内庁書陵部蔵本
叢書 形状 資経本との異同 福田説 藤平説 奥書 署名
69 巻 1 横長本 〇（時雨亭叢書 65 巻）
69･2 横長本 〇（時雨亭叢書 65 巻）永仁 2 書写 ○（510・18） 6
69･3 横長本
71･4 枡形本 〇（510･12） 9 1 永仁 5.3.15 西山★承空上人寄進之 承空
69･4 横長本
71･6 枡形本 〇（510･12） 19 ★承空上人寄進之
71･7 枡形本
69･5 横長本
69･6 横長本 〇（時雨亭叢書 65 巻）
69･7 横長本 〇（時雨亭叢書 65 巻）永仁 1 書写
69.8 横長本
横長本
横長本 〇（時雨亭叢書 65 巻）正応 6 書写
69･9 横長本 〇（時雨亭叢書 66 巻）永仁 1 書写
69･10 横長本
69･11 横長本
69･12 横長本 〇（時雨亭叢書 66 巻）永仁 2 書写
69･13 横長本 〇（501･181）桂 2 4 永仁 4.7.13 西山往生院菊坊 承空
69･14 横長本 〇（時雨亭叢書 66 巻）永仁 1 書写
70･20 横長本 〇（150･576） 15 正安 1.11.12 西山往生院草庵 承空
70･21 横長本 〇（時雨亭叢書 67 巻）永仁 2 書写 4
70･22 横長本 〇（501･178）桂９ 12 永仁 5.3.29 西山菊坊 承空
70･23 横長本 〇（510･12）桂１ 19 ★承空上人寄進之
71･24 枡形本 〇（501･177） 10 永仁 5.3.18 西山菊房 承空
70･25 横長本 〇（時雨亭叢書 68 巻）
71･26 枡形本 〇（時雨亭叢書 67 巻）永仁 2 書写 ○（501・183） 8 永仁 2.5.18 書了
70･27 横長本 〇（時雨亭叢書 67 巻）永仁 1 書写
〇（150･547）桂９
　■（150・271） 7 3 ■ 永仁 5.2.12 西山房 承空
70･28 横長本 〇（501･146）桂９ 8 3 ■ 永仁 5.2.17 西山 承空
70･29 横長本 〇 (501･176) 桂２ 5 永仁 5.1.19 西山善峯寺北尾往生院菊坊松窓 承空
70･30 横長本
70･31 横長本 〇（150･574） 11 永仁 5.3.26 西山房
70･32 横長本 〇（時雨亭叢書 67 巻）永仁 2 書写
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33 範永朝臣集 永仁 3 年 1295 年 永仁 3.5.19 西山往生院 右筆花押屋々丸
34 藤三位集 永仁 5 年 1297 年 永仁 5.3.29 西山菊坊 承空
35 京極大殿御集 永仁５年 1297 年 永仁 5.4.15 西山往生院菊坊教人書写之訖
36 顕綱朝臣集
37 行尊大僧正集 永仁５年 1297 年

















45 四条宮下野集 正和２年 1313 年 治承 4.3.15 書之、寛元 4.12.7書写之、正和 2.12.15
46 曽祢好忠集 永仁４年 1296 年 永仁 3.6.12 西山善峯北尾菊坊
47 柿本人麿集 義空
48 範宗家集 文永 10 年 1273 年 恵空
49 猿丸集










70･33 横長本 〇（501･185）桂３ 2 永仁 3.5.19 西山往生院
70･34 横長本 〇（時雨亭叢書 68 巻）永仁 1 書写 〇（150･553）桂９ 13 永仁 5.3.29 西山菊坊 承空
70･35 横長本 〇（時雨亭叢書 68 巻）
70･36 横長本 〇（時雨亭叢書 68 巻）




70･39 横長本 〇（501･170）桂６ 18 承空
70･40 横長本
7
49･42 〇（501･18）桂 14 16 正安 2.4.25 西山往生院菊坊 承空
49･43 〇（501･20）桂 14 17 嘉元 1.10.16
70･ 付録 横長本 〇（時雨亭叢書 67 巻）正応 6 書写
71･ 無 横長本
71･ 無 縦長本 〇（時雨亭叢書 67 巻）
72･7
72･8 〇書・乙本・桂五 1 文永 10.5.3 善峯北尾往生院 恵空か
○（時雨亭叢書 65 巻） ○（510.12） 永仁 6.6.8 室町宿所★承空上人寄進之 承空
71・無 縦長本 ○（510.12）桂１






































とあり、ここまでが「顕家三位本」に、ここから 18 首（実際には 17 首）は「他
家本」によっていたことが明記されている。さらに、（13 ウ）4 行目に、
他本　　小宰相本也　八首








藤資経	 	 	 	 …b
永仁五年三月十五日於西山房
書写了
承空	 	 	 	 …c
承空上人寄進之	 	 	 …d
とあり、三箇所の注記・奥書から書写の過程がわかる29。
建長６（1254）年７月 20 日に、安元 2（1176）年 11 月 8 日の期日をもつ「顕家
三位自筆本」と収録和歌数 69 首である「九条三位入道本」との校合をした（a）。
それを元に、正応 5（1292）年 12 月９日に、藤原資経が成尚に命じて書写させ
て校合を終えた。このときに既に「顕家本」「他家本」「小宰相（土御門小宰相・
藤原家隆娘）本」によって補われていた（b ＝資経本）。これを借用したのが承















































































































№ 39）にも所収されているが、前半（1 オ 1 行目〜 9 オ 5 行目）は『信生法師日記』





12　福田秀一『中世和歌史の研究』（角川書店、1972 年。初出は 1963 年）。
13　『武家家訓の研究　桃裕行著作集３』所収（思文閣出版、1988 年、初出は 1960 年）。




1985 年、初出 1955 年）、吉田清「善慧房証空」（『源空教団成立史の研究』所収、名著出版、
1992 年）など。
16　大山喬平編著『京都大学文学部　博物館の古文書９　浄土宗西山派と三鈷寺文書』（思
文閣出版、1992 年）解説 21 〜 22 頁。


















―」（『古代中世文学論考　第 3 集』所収、新典社、1999 年）では、『千頴集』を素材に、
書写伝来過程を述べる。それによれば、藤原資経は二条家の家司周辺の人物であろう
こと、二条家に伝わった資経本と西山本が、室町期の二条家断絶と養子に入った冷泉
為邦によって、冷泉家の二条家本が持ち込まれたことなど小稿とも係わる論点が呈示
されている。
27　藤平前掲注（24）論文。
28　桃前掲注（13）論文。272 頁。
29　藤田洋治「解題　小野小町集」（『時雨亭叢書』71 巻、2007 年）。
30　福田前掲注（12）論文。
